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正しい知識をもち、児童一人一人を大切にする 
 
 能登半島地震から１か月が経ちました。１月２９日現在、２３８人の方が亡くなり（災害関

連死を含む）、１９人の方が安否不明、約１万４５００人の方が避難生活を送っています。あ

らためて、犠牲になられた方々に心よりお悔やみ申し上げるとともに、被災された方々にお見

舞い申し上げます。また、一日も早い復興を心から願っています。 

 １月下旬のテレビニュースでは、教育活動が再開された小学校の様子が放映されました。教

室にはカーテンがありません。学級担任の先生は、カーテンは体育館に避難されている被災者

の方の暖をとるためにはずしているとおっしゃっていました。カーテンの代わりに新聞紙が窓

を覆っていました。どの新聞紙にも能登地震の被害のことが大きく書かれており、常に子供た

ちの目に触れるため、心の中が心配だともおっしゃっていました。学級担任の先生の涙を見て、

胸が痛くなりました。 

 そのような状況の中、本校の児童から、能登地震で被害にあわれた方のために募金を行いた

いとの申し出がありました。そこで、本校では、児童会を中心に募金活動を行うことにしまし

た。後日、お知らせをさせていただきますので、可能な範囲で御協力いただければ幸いです。 
  
さて、１月２０日には、学校公開（道徳授業地区公開講座・書き初め展）を開催しました。

多くの保護者の方、地域の方に御来校いただきました（家庭数 75.6％）。心より御礼申し上げ

ます。お子様の様子、学級の様子、学校全体の様子はいかがだったでしょうか。児童は３学期、

そして新年を迎え、気持ち新たに目標（めあて）を立て、前向きに学校生活を送っています。

静寂の中、凛とした気持ちで臨んだ書き初めとともに、ご覧いただけたでしょうか。グーグル

フォームにいただいた御意見や御感想を踏まえ、よりよい学校づくりを進めてまいります。 

 今回は道徳授業地区公開講座として、２校時に道徳の授業を行うとともに、３校時には「性

自認」「性的指向」に関する講演会を開催したところ、１００名を超える方にお越しいただき

ました。「性自認」「性的指向」は、今年度、人権尊重教育推進校として指定を受けている本

校が重点としている人権課題の一つです。まず、６年２組 大野葉月さんの人権メッセージを

本人に読んでもらいました。これは、令和５年１２月９日（土）に開催された「第２０回こど

もからの人権メッセージ発表会 in 奥多摩」に羽村市の代表として選ばれた作品です。今月号

では大野さんの作品を配布いたしましたので、ぜひ御一読ください。「ＬＧＢＴ」について、

身近な出来事から関心や疑問をもち、自分の考えをしっかり伝えています。私は特に「～（中

略）様々な性の在り方を知らず、自分の性に違和感をもつ人などをせめたり、悪口を言ったり

するのはとても愚かだと思う。」という一文が心に残りました。皆様はいかがでしょうか。 

 その後、講師の鈴木茂義様から「ＬＧＢＴＱと教育について考える」をテーマに御講演いた

だきました。自らの体験を基にスライドや動画でお話しされる内容は分かりやすく、また胸を

打つ内容でした。（資料は１月１９日（金）に配信したメールから御覧いただけます）御参加

いただいた方の中には感極まり、涙を拭う方もいらっしゃいました。私はスライドの中に、鈴

木先生がかつての教え子から言われたと紹介していただいた言葉が胸に響きました。それは、 

「先生、知識って自信になるのですね」という教え子の方の言葉です。 

 以前、羽村市教育委員会の儘田文雄教育長から「性の在り方、ＬＧＢＴＱ＋」と題し、以下

のお言葉をいただきました。大野葉月さん、講師の鈴木重義先生、そして儘田教育長が「知識

が大切である」と訴えています。これからも教職員一同、学ぶことを通して正しい知識をもち、

児童一人一人を支援してまいります。 

「学校では、一つの学級に一定程度の性的マイノリティーの当事者が在籍していることを想定し、教師

が多様な性に係る正しい知識をもつことが重要です。」（羽村市教育委員会 儘田文雄教育長） 

富士見だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の主な学校行事等をご紹介します。併せて本校ホーム

ページ内のブログもご覧ください。 

【１年昔遊び】 １月１９日（金） 

  生活科「きせつとなかよし ふゆ」の昔遊び

発表会に向けて、けん玉、お手玉、木ごま、あ

やとり、羽根つきなどを練習しています。図工

でぐにゃぐにゃだこを作り、校庭で揚げまし

た。体育館では、羽根つきをしました。各自、

自分の挑戦したい技に向けて、友達同士で教え

合いながら、新しい技ができると喜んでいま

す。 

 

 

 

 

社会科の「市の様子のうつりかわり」と総合

的な学習の時間「羽村の昔にタイムスリップ」

という学習で、羽村市の郷土博物館に行ってき

ました。昔の羽村市では、養蚕が盛んだったこ

とや、お釜や農具などの道具について知り、昔

の暮らしが人力であったことに、子供たちは驚

いていました。「敷居をまたぐ」ことや「石臼

で大豆を挽く」こと、「囲炉裏端で温まる」こ

となど、今の暮らしでは、あまり経験できない

ことを体験できました。見学で学んだことをき

っかけにして、これからの学習をすすめていき

ます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

【２年動くおもちゃ】 １月１９日（金） 

 生活科「作って ためして」の学習では、身近に

あるものを使って、動くおもちゃを工夫して作り

ました。作ったおもちゃを、学年のみんなに見ても

らおうと、「おもちゃ交流会」を開きました。 

自分の作ったおもちゃの遊び方を教え、友達に

遊んでもらいました。風で動くものや、ゴムで動く

ものなど、いろいろなおもちゃがあり、時間いっぱ

いまで、笑顔で遊んだ子供たちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４年書き初め】 １月１０日（水） 

 書写の授業や冬休みの宿題で練習した書き初め

を、4年生全員で行いました。 

 新年、新しい気持ちで揃った４年生 90 名が体

育館に集い、暖房の音が聞こえるほどの静寂のな

か集中して作品を仕上げることができました。書

いた言葉は「元気な子」。今までに学習したとめ、

はね、はらいに加え、漢字とひらがなのバランスな

どに気を付けて書きました。５年生までの０学期

を、寒さに負けることなく、元気に成長してほしい

と思います。 

 全校の作品が掲示され、鑑賞の時間ももちまし

た。５年生の作品を見て、「来年はこれを書くの

か。」と、次年度に思いを馳せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
集会やクラブ見学等ありました。子供たちにとって貴重な学習体験

となりました。高学年のお兄さんやお姉さんが休み時間に、たてわり
班活動で、低学年児童とたくさん関わり、楽しそうに遊んでいました。 

【あいさつ運動】  毎週月・金曜日 

代表委員を中心に毎週月・金曜日の朝、門や廊

下に立ち、全校児童がすすんで挨拶ができるよう

に「明るく」「笑顔で」「元気よく」の合言葉とジ

ェスチャーを交えて、気持ちのよい挨拶をしてい

ます。１月は代表委員に加え、生活環境委員・あ

いさつ大使が校門や教室前に立ち、気持ちの良い

挨拶をしました。子供たちは「あいさつカード」

を使い、自分から挨拶ができるようにしました。 

 

 

東京羽村ライオンズクラブの皆様をお招きし

て、薬物乱用防止について学習しました。 

保健の学習でも学んだことですが、より一層深

い理解につながりました。動画や寸劇を交えて、

薬物を一度使うと体は元に戻らないこと、断る勇

気、安易に扱わない意識の大切さなどを伝えてい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 書写展が開催されました。2学期末から練習を始

め、年明けの書き初め大会は、真剣に取り組んでい

ました。日頃の書写の学習の成果を発揮できまし

た。全校児童の作品を鑑賞し、よいところをたくさ

ん探しました。今回感じたことをこれからの書写の

学習に生かしていきます。多くの保護者の方にご鑑

賞いただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  総合的な学習の時間で、プラモデルを題材に、

「未来につながる持続可能なものづくり」を学び

ました。プラモデル工場の動画を基に、プラモデ

ルの製造工程や最新技術、SDGｓへの取り組みを

知り、プラモデル生産に関わる人々の努力や工

夫、仕事に対する思いを理解することができまし

た。さらに、プラモデルを熱心に組み立てるとと

もに、優れたものづくりの技術を実感することも

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 木 ふれあい月間始　避難訓練

2 金 全学年５時間授業

3 土

4 日

5 月 委員会

6 火 安全指導　そろばん授業①３年

7 水 そろばん授業②３年

8 木 そろばん授業③３年　新１年保護者説明会

9 金 Ｂ時程　読書旬間終

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 たてわり班活動

14 水

15 木 学校おはなし会１年　ピカピカデー

16 金 音楽集会（１年発表）

17 土

18 日

19 月 クラブ　幼保小交流１年　図工作品展示旬間始

20 火 「体験型サイエンスマジックショー」全学年

21 水 幼保小交流２年

22 木 授業参観５H・保護者会１・６年　図書貸出終

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月 委員会　図書返却のみ週間 

27 火 授業参観５H・保護者会２・４年

28 水 中学校体験授業・新入生説明会６年

29 木
授業参観５H・保護者会３・５年
図工作品展示旬間終　ふれあい月間終

２月行事予定　　　教務主任・植村友博

教育相談について

岸ＳＣ ２月１日、１５日、２２日、２９日(木曜日)

３月７日、１４日（木曜日）

芦田ＳＣ ２月１日、８日、１５日、２２日、２９日

（木曜日）

３月７日、１４日、２１日（木曜日）

宮﨑相談員 ２月９日、１６日（金曜日）

３月８日、１５日（金曜日）

お子さんのことで相談がある場合は、学校に御連絡く

ださい。予約を取ることができます。また、電話相談も受

け付けています。

授業参観・保護者会について

１年間本校の教育活動に、御理解と御協力をい

ただき、誠にありがとうございました。

今年度最後の授業参観・保護者会となります。限

られた時間ではありますが、子供たちの日頃の様

子や一年間での成長をお伝えいたします。また、御

相談等ありましたら、この機会に担任へお申し出く

ださい。

万障繰り合わせの上、ぜひ御出席いただければ

と存じます。よろしくお願いいたします。

●開始日 ２月２２日（木） … １・６年

２月２７日（火） … ２・４年

２月２９日（木） … ３・５年

●授業参観 １３時４０分〜１４時２５分

●保護者会 １４時３０分〜１５時３０分

●場 所 各教室

給食費（２月）について

低学年は３８７０円、中学年は４０４０円、

高学年は４２１０円です。
２月分の口座引き落としは２月２９日(木) で

す。未納や入金遅れがないようご準備ください
（３月分は、３月５日（火）の引き落としです）。

２月の生活目標

[言葉づかいに気を付けよう]
生活指導主任 佐藤 志津香

今月は、『ふれあい月間』として、いじめに関する

授業を各学級で行います。自分の言葉遣いを見直

したり、人に話すときの言い方を工夫したりする機

会にしていきます。

学校では毎月「なかよしアンケート」を実施し、子

供たちの悩みや不安を見逃すことがないようにし

ています。またいじめの案件と思われることがあっ

た時は、すぐに「いじめ対策委員会」を立ち上げ、

学校全体として対応に当たっています。いじめは

ほとんどの場合、相手のことを考えられずに発した

言葉が原因となっています。相手に言われたら嫌

な言葉、うれしい言葉について考え、友達と話をす

るときに、相手の気持ちを考えることができるよう

な児童の育成を目指し指導していきます。

『人も自分も大切に』するために、日頃から、「で

す」「ます」「さん」を付けた丁寧な言葉遣いを心が

け、優しさがあふれる学校にしていきます。

言葉遣いの手本となるのは、親であり、教師であ

ります。大人も、自分の言葉遣いを見直す機会とし

ていただければ幸いです。




